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東中野 a りで「謗人•鈴木ハル m I を見かけたら知らせてほし 


一九九二年五月二四日夕列我^ ® ng ；& a 美—震家•山田季—は®^宅の十一階から s ひ下りて自、备塞った。 享年二 四才、 
余りにはか^ Kr 、 余りに短い生涯であった。その死顔はこの世の一切の Kg — f み、悲しみ、怒り等—から f 放たれた如くに穏や 
かで安らか f のであった。_はなかった。ただし、五月ニニ mg : 日記に SI - S - のょ、があった。^^に亘って書；^けてき 
たノー本五冊に及ぶ膨大な分量の日記の^!^は、この 日を もって終わっている。 

* 召されたい BW (ヮヶ) 

①いい年こいて§手伝い一蓉考ゴクッブシ、篇達い。 

人と、 K 付皇 a えない。暗いから友達|人もできない。 

霧来の墨し暗ぃ。勤め毚っからなぃ。(ぃじめられる) 

@ァ|マがなくなつた。も、つマンガ書けない"生きがいがない。 

© 震にゴハン食べさせられる。太るのはイヤ。 

f 、 つ何もヤル^かない。すべてがひたすらしんどい、無 I 力、 

8>「^^>^女症」 _) の釋がくるしぃ。 


対-霧 iHSS - H のいきづまり霊の！®®を鑽することはできないとしても、自ら袋遂に入り込んでしまいマンガが書け 
f なつてしまったことが、死^^意するに至った美の原因であった だろ、 2思う。 

山田 P はこの h 素り、対-いじ^—^ 1 M のテーマにしてマンガ書き続けてきた。「いきずまり」は不1であった。 
もし、花子が対人_•人^® g を f する*^の_連の中に置いて考察し直したならば、<5漆|一のテ—マで書き続けた 
としても、いきずまるどころか 一_みのあるみ出すことができたであろう。 

® it する：本においては、せ！*^ a めて人はただ—の生産物^/或いは . nnrLHm 身を 「© If 」 することによっ 
てのみ生字ること^;される。従ってまたこの：では人と人の麗は、® ig 弩或いは 「® I § 化された皇」としてのみ取 
り M はれ1される。しかも ㈣ 商口 f 産；においては、弱肉 i の®^こそが、人と人の—^®:^る支則となるのであ 
る0 

「この世 H 弱肉_あの世=愛と_」乂日記から)。山田^^は、§こ今人々が真に自由 • M ： であり、誰もが^ S な_か 
ら鬆されて美をのばし麓することができるよ、「理簾」であると確信することによって、覆の它みに耐えてきた。 
払は全く逆に、「理麗」は、溝で実®^てこがあるのであり、また*®でもあると®^ている。けだし、長备く、苦 
痛に满ちた争なしに、現世で「理_」 M 現することはできない。もし、このことを認めたとしても、余りに，が強 
く、また余りに^な山田季は、この熏^ g いによ各え得ないであろう。 

山®^は、至福の理 i — メルヘンの1—の存在を f ると共に、「1_」の®^も f ていた。山田_が、「理_に 
迪 りつく ことができたか、どうかは定かでないし、 また 磬糧して再び現世に姿を現すのか，^かでない。^ たる 私は、審 
の存在も、の甲 ff てはいない。だが、もし万一、響のなかの誰かが、 ifS * 辺りで「詩人•榮 ハルヨ」 を見かけた 
ら知らせて欲しい。死の刖に、山田_は詩人®^ ハルヨに _し再出発す ると 「予言」したのである。山田_の日記には、 

詩人•榮ハルヨ、るく、おしやべり好き、一九七一年四月十二日生まれ、二 OV 血讓 B 型、讓•塞区東 
累 一一*二一^ハ荘 D 室)、 TEL ナシ、と書かれている。 
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虫愛でるヒメだった娘へ 



山田_では f 、 私にとっては、由美とい、 r ^ It 在であった娘が、私達の許をだまって去ってから、半月^ T きました。瞼に浮かぶ 
娘は、^^にっています。 

is & K 、 そして死に至蠢の娘は、®^で^ S が強く、やさしさ^®めた子でした。親の私にとっては、とて^^しい存在でし 
た。雲の切れ間に見える月を眺めて 「お： idT か舟に乗っている。 ゆらゆら ゆれている。」 ( S 才)と言って、将来は詩人になれるかもなん 
て、期待をしてしまいました。つぶやく一一!一暴に私の心は踊ったものです。 

2才の時に弈のかな団地に^ H み、3才から響園に通っていました。その当時のがあります。娘の日保 
母さんと遣り取りしたノートをよみかえすと、いろいろなことが思い出されます。 

娘は人形よ虫真動物が好きな子でした。飼っていたもの：トカゲ、バッタ、テントウ虫、ハムスター、インコ、文瑪イ 
モリ、ミニウサギ、猫、その1才頃® S に座り込んで「アイしゃん、アイしゃん」と f II るアリ弩じっと見ていたことが 
あります 0 

f から4才の誕生祝に贈られた M 虫 g 物 ail みたくて、文^^え、虫の«刖^®しく知っていました。 
^^「昆墨-±」と言、^^1^達から貰った程です。力タツムリに夢中になっていたのもその頃です。秦に入れて、ニンジンや 
キ ユウ リの餌をやっていました。カタツムリの糞は餌と同じ f しているのだと學又てくれました。カタツムリの卵が1〜2 _で真珠 
f したとてもきれい^ s であることも、私は知りました。 

3 i の頃、アゲハの飼育に夢中になり、カラタチの葉についている卵^®って来てはイチゴの空きパックに入れて育てていました。 
§用の* 3 S の葉、パセリは§主、ミカンの f 買いました〇 たアゲハが大空に3!ひ立つ一瞬を2人で§ったこともありま 
す。響園の頃の夢は、「動物園の飼育のおばさん」になることでした。 

もう一つ、娘が夢中になっていたことは、^^でした。1才頃から眠る前に^^?1み聞かせするのが、日課でした。^1;§^き 
ながら、空想の i に浸っていました。 

5才頃から切ってホチキスで止め、鳥£物を主人公とした毎日書いていました。自由に伸々と^^の夢の£1^を 
描いていました。私が読んで，^しかったあの^^の数々、大きな1にぎっしり f っていたあの：^はどこに行ってしまったので 
しょう。何にも拘らずに空想の i 蠢いていた娘は、どこへ行ってしまったのでしょうか。$校に入学しても、先生の^®かず 
に輯書やノートに^はかり描いていて、よ^一意されたようです。「震のことしか頭にない」とお叱^ W けたこともあります。 6 
fr ® のノートに、 spc 園に登園する ST 「ママ、！握っていてね。別れる時には f 振ってね」「ママは知らないうちにどこかへ行 
ってしまって、帰ってこないから」とありました。； ti * の雙口で娘が眠っている間に墨した基く帰って来る私が、どこかへ行って 
しま、^いう K -& C かあったのかも知れません。もっともっといつ^®の傍らに添ってやればよかったと^®の念がよぎりま 
す 0 

誰にも サヨ ナラ參口わず、別れの f 振らずに行って しまいました 。環の3階の窓から、娘の？!ひ立っ た WKi 宅が見えます。毎 
nr 私は窓辺に佇んでは、娘は自®^へ向けて空集んでいるのかなと思ってしまうのです。 

碧の霉の方々、漫両家の篇ありがとうございました。ガロの誌上をお借りしてお礼睾し上げます。 










ダイビング•プリンセス山田花子 


我々は、この世にある日引っ張り出さ 
れ、ちよつ とば かりちやほやされた あと 
は、 無理矢理おぞましい学校に放り込ま 
れ、競争を強いられ、ランクづけされ、 
あからさまな 差別のもとにしかるべき場 
所にあてがわれて生きてゆく。 

この世のシステムやセンスが大好きな 
者ならここは天国だろうが、大嫌いな者 
にとつては地獄にも等しいだろう。多く 
の者は両極の中間あたりを行ったり来た 
りしながら、この世についての感想を述 
ベ合い、やがて年老い、分かったような 
分からなかったような人生を終えること 
になる。 

私は、山田花子を、彼女が漫画家にな 
る前から知っていた。 

私達が展覧会を開くたびに、彼女はき 
まってやって来た。不思議な感じの、や 
せっぽちの美しい女の子の姿はとても目 
立った。 

そのうち彼女は、，何億年も前から決め 
ていたかのように十代で漫画家としてデ 
ビュ— し、極めて特異な作品を次々と発 


井口真吾 

表してゆくことになる。 

作品は明確なテーマを持ち、テ—マは 
最後まで変わることはなかった。 

彼女は並日通の人間には及びもつかない 
ほど敏感で傷つきやすかった。 

感受性の強すぎる彼女は、多感な頃に 
、じ二酷い傷を負い、そのキズはトラウマ 
となり、作品の絶対的モチ—フとなって 
ゅく。 

傷はふさがらないょうに指でおし開か 
れ、痛みが薄れないょうに塩をすり込ま 
れ、いつもィノセントな血を流していた。 

I 日中その傷口ばかり見つめているう 
ちに、彼女はいつしかその傷の中に住み 
つき、そこが彼女の世界となった。 

彼女は 外界と 接触する時も、大きな傷 
口にすっぽ りと 被われたままだった。透 
明な 傷口をとおして見える 外界では、 無 
神経で獰猛な連中がナィフを手にして、 
欲望にむくみながら、うそくさい街をう 
ろついていた。彼女と彼等を隔てている 
ものは、心の傷で作られたフイルタ—だ 
つたが、彼女はフイルタ—を取りはらお 


うとはしなかった。彼女は人間でいるこ 
とよりも、嘆きの天使でいることを選ん 
だのだ。 

山田花子にとってのこの世とは神の悪 
ふざけとしか映らなかったのだろうか。 

彼女が蟇した心の傷口は、そこでの激 
痛と 同化している限り、外界で繰り広げ 
られる神の悪ふざけから逃れることので 
きる 唯 I のシエルタ—だったのかもしれ 
なぃ。 

この世は、生を前提として存在してい 
る。そして、この世の輪郭をあの世が決 
定している。あの世への入口は、死ぬこ 
とによって開かれる。もしも、あの世が 
この世よりもずっと楽しい所であれば、 
誰もが先を争って大喜びで死んでゆくこ 
とだろう。そうなれば、生を失なったこ 
の世は亡んでゆくことになるだろ、っ。 

この世は、自分の存在を守るためにあ 
らゆる手を尽くしてこの世に人々がとど 
まることを工作する。夢や希望や美やセ 
ックスやプリンや金や名誉や宗教をちら 
つかせ、生がこの世に絶望することを防 
ごうとする。 

何故、山田花子の生をこの世はとどめ 
ることができなかつたのか。 

山田花子という名前は^&である。最 
も平凡そうだが、それが珍しい名前であ 
ることは誰もが知つている。少しふざけ 


ても見えるが、驚くほど真面目そうでも 
ある。なつかしく、 I 度聞いたら生涯忘 
れることはないだろ、っ。 

彼女は、若く美しく才能があった。雑 
誌、ラジオ、テレビ、映画に登場し、ス 
タッ フの間でも高い評価を得ていたとい 
う。 これから ももっと色々な活躍を期待 
されていた。 

しかし、この世は彼女を引き止めるこ 
とが出来なかった。 

彼女の鍛え抜かれた技術と才能が、こ 
の世の誘惑を寄せつけず、彼女の美しさ 
とプライドが、道を引き返す屈辱を受け 
入れなかった。 

彼女は I 度も負けることなく勝ち進み、 
ついにはビルの屋上からダイブした。 

あのセックス•ピストルズのジョン. 
ライドンでさえ、ダイビングは満 D 貝の客 
が作ったネットの上と決めていたのに。 

山田花子亡き後の我々は、資本主義に 
買いたたかれてすっかり幻想のすり減っ 
てし まったこの世で、気恥しい猿之居を 
愛を たよりに演じてゆく ことになるのだ 
ろう。分かったような、分からないよう 
な気持のままで。 

山田花子さんの御冥福を祈ります。 


